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高尿酸血症は高血圧患者の心血管事故の危険因子であることが報告されている。そ

の原因として尿酸トランスポーターの役割が注目されている。尿酸トランスポーター

URAT1 は腎での尿酸再吸収を担い血清尿酸値を規定する分子であるが、近年 URAT1

が腎のみならず、血管や脂肪細胞に発現し尿酸を細胞内に取り込み細胞内レドックス

の異常を惹起して血管の炎症による血管内皮機能異常やアディポサイトカインの分

泌異常によるメタボリック症候群を惹起すると考えられる。この事実は高尿酸血症に

よる臓器障害は細胞内尿酸濃度の増加によると考えられる。一方で低すぎる血清尿酸

値も相対的な酸化ストレスの増大が血管の攣縮を来して、腎不全のみならず心血管事

故に関与する可能性が示されている。高尿酸血症・痛風の治療ガイドラインに沿った

高尿酸血症合併高血圧の管理が重要である。 

 

 


